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「気圧病（気象病）を知ってますか？」

●お友達・お知り合いに、是非おぎはら耳鼻
咽喉科をご紹介ください。
●神奈川県では珍しい、言語聴覚士のいる耳
鼻咽喉科です。難聴や補聴器については大学
病院レベルの診察・検査体制を整えています。
●ちょっとした不安の解消から専門的な診察
まで、幅広く行っています。

相模原市南区古淵1-6-11Ｋ‘Ｓビル3階 042-750-3387

気圧の変化や天候の崩れにより体調不良を起こすことがあります。
気圧病や気象病と呼ばれますが、具体的にはどんな症状が出るかご
存じですか?
天気が悪くなると頭痛やめまいが出たり、関節痛や古傷の痛みを

感じることがあるのは、昔から経験的に知られていました。気圧や
気温、湿度の変化により自律神経の調節がうまくいかなくなること
で症状が出ると考えられています。頭痛、肩こり、腰痛の悪化や、
めまい、ふらつき、むくみ、倦怠感などが出現したり、喘息症状が
悪化したりします。梅雨時に症状が悪化しやすい人もいれば、台風
の接近に伴って不調を感じる人もいます。もともとの持病が悪化す
ることが多いので、症状の出方や種類も多岐にわたります。
とくに引き金となりやすいのは気圧の変化で、これは耳の奥の内

耳が気圧の変化を察知し、それが脳に伝わることで自律神経に影響
すると考えられています。気象病の人は、内耳の圧受容体の感受性
が高い可能性があります。天候の変化によって体調の悪化を自覚し
やすい人は、天気予報をこまめにチェックし、台風接近時や天気の
変化が大きい予報の場合は、可能な範囲でスケジ
ュール調整を行うのがいいかもしれません。
日頃から規則正しい生活、バランスの良い食事、

適度な運動をこころがけ、自律神経のバランスを
整えましょう。症状が出た時には五苓散という漢方
薬がおすすめです。医師にご相談ください。


